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第19回定時総会・懇親会を開催

　

定
時
総
会
は
、
柴
田
総
務
部
長
の

開
会
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。
会
則
に
よ

り
松
本
会
長
が
議
長
と
な
る
旨
の
発

言
が
あ
り
議
事
が
開
始
さ
れ
た
。
冒

頭
、
議
長
か
ら
「
今
日
の
我
々
参
加

者
は
概
ね
１
９
３
９
～
41
年
生
ま
れ

で
卒
業
後
51
年
経
過
し
て
い
る
が
、

大
学
へ
の
進
学
者
も
少
な
い
年
代
で

あ
り
、
無
事
に
戦
災
を
く
ぐ
り
抜
け
、

こ
う
し
て
三
八
会
の
同
期
と
し
て
知

り
合
え
た
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
毎
年
元
気
で
お
会
い
し
て

い
き
た
い
」
と
の
挨
拶
の
後
、
昨
年

か
ら
の
物
故
会
員
に
対
す
る
黙
祷
が

行
わ
れ
た
。

　

最
初
に
議
事
進
行
に
当
た
り
、
松

本
議
長
か
ら
、
本
日
こ
れ
か
ら
、
大

学
の
理
事
選
考
委
員
会
に
出
席
の
た

め
中
座
す
る
の
で
、
第
５
号
議
案
・

役
員
改
選
案
を
先
行
審
議
と
し
た
い

旨
の
発
言
が
あ
り
、
改
選
案
の
説
明

が
さ
れ
、
全
員
一
致
で
承
認
可
決
さ

れ
た
。

　

次
に
、
第
１
号
議
案
・
平
成
25
年

度
の
事
業
報
告
つ
い
て
久
保
幹
事
長

か
ら
説
明
報
告
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

後
、
三
八
会
会
員
の
野
村
六
彦
氏
が

昨
年
の
内
閣
総
理
大
臣
杯
日
本
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
大
賞
の
功
労
賞
を
受
賞
し

た
こ
と
に
対
し
、
三
八
会
か
ら
記
念

品
が
贈
ら
れ
た
。
な
お
、
こ
の
賞
は
、

長
年
に
わ
た
り
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
発
展
に
貢
献
の
あ
っ
た
も
の
に

贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
氏
は
Ｊ

リ
ー
グ
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
同
功
労
賞
で
の
大
賞
受

賞
者
は
、
田
中
将
大
氏
（
楽
天
投
手
）

で
あ
る
。

　

続
い
て
第
２
号
議
案
・
平
成
25
年

度
収
支
決
算
報
告
が
三
船
事
務
局
長

か
ら
行
わ
れ
た
が
、
昨
年
の
卒
業
50

周
年
行
事
に
関
し
た
特
別
会
計
が
、

そ
の
行
事
終
了
に
伴
い
そ
の
剰
余
金

を
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
し
た
い
と

の
説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
近
藤
監

事
か
ら
会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
第
３
号
議
案
・
平
成
26
年
度

事
業
計
画
案
が
各
担
当
部
長
よ
り
議

案
の
説
明
が
行
わ
れ
、
三
船
事
務
局

長
か
ら
第
４
号
議
案
・
平
成
26
年
収

支
予
算
案
が
説
明
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
議
案
に
つ
い
て
承
認
可
決
さ
れ
定

時
総
会
は
終
了
し
た
。

INDEX

　第 19 回白門三八会定時総会・懇親会は、平成 26 年４月 26 日（土）
15 時より上野池之端・東天紅において開催された。

　

休
憩
後
、
オ
ペ
ラ
歌
手
の
佐
藤
亜

希
子
氏
（
洗
足
学
園
音
楽
大
学
卒
業

の
オ
ペ
ラ
歌
手
で
藤
原
歌
劇
団
所
属
）

に
よ
る
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
が
始

ま
っ
た
。
歌
曲
は
「
乾
杯
の
歌
」
を

は
じ
め
７
曲
ほ
ど
披
露
さ
れ
、
参
加

者
一
同
そ
の
美
声
と
声
量
に
聴
き
ほ

れ
た
。
最
後
の
曲
は「
ふ
る
さ
と
」で
、

全
員
で
合
唱
し
一
体
感
を
深
め
た
。

　

後
半
の
懇
親
会
は
、
町
田
会
員
部

長
の
司
会
に
よ
り
始
ま
り
、
ま
ず
、

宮
澤
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
に
始
ま

り
全
員
で
校
歌
を
合
唱
し
た
。
続
い

て
来
賓
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
代
表
挨

拶
と
し
て
大
学
の
松
丸
常
任
理
事
、

学
員
会
の
室
副
会
長
、
乾
杯
音
頭
を

三
五
会
大
森
会
長
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
、
カ
ラ
オ
ケ
も
交
え
懇

談
の
和
や
か
な
一
時
が
過
ご
さ
れ
た
。

中
締
め
は
、
遠
く
富
山
県
魚
津
市
か

ら
参
加
の
中
村
憲
史
氏
の
発
声
に
よ

り
行
わ
れ
、
来
年
の
総
会
で
の
再
会

を
期
し
た
。

�

（
総
務
部　

椎
名　

薫
）

ご挨拶　会長　松本將男
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2014年（平成26年）６月12日 （2）

会
長
　
松
本 

將
男

　

こ
の
４
月
に
は
卒
業
51
年
目
と
な

る
定
時
総
会
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
４

月
の
卒
業
50
年
記
念
を
多
く
の
仲
間

と
祝
っ
て
１
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

改
め
て
月
日
の
経
過
の
早
さ
を
思
う

と
共
に
懐
か
し
い
仲
間
に
会
え
る
こ

と
を
楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。

　

安
倍
内
閣
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
年

半
が
経
ち
、
ア
ベ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
第

１
の
矢
、
第
２
の
矢
は
成
功
を
収
め
、

国
の
内
外
に
日
本
復
活
を
ア
ッ
ピ
ー

ル
で
き
た
こ
と
皆
様
承
知
の
通
り
で

す
。
第
３
の
矢
と
な
る
成
長
戦
略
が

今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
で
き
る
か
を

注
視
し
、
ま
た
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

我
々
年
金
生
活
世
代
に
と
っ
て
、

消
費
税
の
引
き
上
げ
、
イ
ン
フ
レ
の

進
行
だ
け
で
は
生
活
環
境
影
響
が
脅

か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
成
果

が
ど
の
よ
う
に
波
及
し
て
く
る
の
か

気
懸
り
で
あ
り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
行
方
が
ど
う
な
る

か
、
ま
た
そ
の
影
響
が
ど
の
様
に
及

ぶ
の
か
を
個
人
で
予
測
し
、
ど
う
対

応
策
を
講
ず
る
の
か
は
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
中
国
の
日
本
を
は
じ

め
と
す
る
近
隣
諸
国
へ
の
強
硬
な
姿

勢
、
韓
国
政
府
の
反
日
を
一
向
に
改

め
な
い
態
度
な
ど
引
越
し
の
出
来
な

い
隣
国
だ
け
に
そ
の
推
移
に
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
世
界
中
の
国
々
の
様
々
な

事
象
の
報
道
に
接
し
て
い
る
と
、
現

在
の
日
本
の
平
和
で
豊
か
に
生
活
出

来
る
こ
と
の
持
続
を
念
願
す
る
も
の

で
す
。

　

最
近
の
中
央
大
学
の
混
迷
は
、
早

急
に
打
破
し
解
決
へ
向
か
う
こ
と
を

希
望
し
ま
す
。

　

私
は
先
の
評
議
員
委
員
会
で
、
理

事
長
に
第
三
者
報
告
書
の
マ
ス
コ
ミ

へ
の
流
出
経
路
の
究
明
と
そ
の
責
任

の
追
及
事
情
、
昨
年
10
月
の
週
刊
誌

で
の
中
傷
記
事
の
内
容
の
確
認
を

夫
々
問
い
ま
し
た
が
、
大
学
・
法
人

か
ら
納
得
を
す
る
よ
う
な
説
明
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
は
中
央
大
学
と
し
て
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
へ
の

姿
勢
が
毅
然
と
し
て
い
な
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
員
間
で
の
訴
訟
が
１
年

以
上
続
き
、
学
員
の
間
に
も
お
互
い

に
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て
い
る
様
相
は

「
同
窓
意
識
の
喪
失
」
の
一
言
に
尽

き
ま
す
。

　

中
央
大
学
の
こ
の
よ
う
な
状
態
へ

の
世
間
か
ら
の
評
価
が
今
春
の
受
験

者
数
の
約
10
千
人
の
大
幅
な
減
少
に

及
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
各
位
の

思
い
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
子
弟
が
ど
の
大
学
を
受
験

し
、
入
学
す
る
か
は
両
親
と
共
に
決

定
す
る
時
代
で
あ
り
、
親
世
代
に
評

価
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
は
学
生
に
も

評
価
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
な
が
り
大

変
に
憂
慮
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　

昨
年
の
法
科
大
学
院
司
法
試
験
合

格
者
数
の
結
果
は
前
年
の
１
位
か
ら

４
位
に
ラ
ン
ク
ダ
ウ
ン
。
公
認
会
計

士
の
合
格
者
で
も
慶
応
・
早
稲
田
の

背
中
が
大
分
遠
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

箱
根
駅
伝
は
昨
年
秋
の
予
選
会
で

ぎ
り
ぎ
り
本
大
会
へ
の
出
場
を
果
た

し
た
が
、
今
年
正
月
の
２
日
、
３
日

の
結
果
は
各
位
承
知
の
通
り
で
す
。

　

硬
式
野
球
部
は
１
部
リ
ー
グ
で
頑

張
っ
て
い
る
が
「
優
勝
」
の
文
字
に
は

縁
遠
い
状
態
で
す
し
、
水
泳
も
昨
年

は
他
校
に
優
勝
を
さ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
に
活
躍
し
た
有
望
な
選

手
が
中
大
へ
の
進
学
を
優
先
希
望
し

な
い
傾
向
が
あ
る
と
の
評
が
あ
り
、

運
動
選
手
に
も
中
大
の
経
営
現
況
の

影
響
が
本
人
、
両
親
の
評
価
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
各
位
の

思
い
は
如
何
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
会
報
が
手
許
に
届
く
こ
ろ
に

は
、
新
理
事
長
下
の
経
営
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
筈
で
す
。
中
大
の
経

営
刷
新
・
再
生
に
残
さ
れ
た
時
間
の

余
裕
は
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
経
営
体
制
の
も
と
で
、
是

非
「
オ
ー
ル
中
央
」
の
旗
の
下
「
透

明
性
」
の
あ
る
経
営
に
徹
し
「
活
力

あ
る
学
園
」
を
再
構
築
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

三
八
会
会
員
も
後
期
高
齢
者
に
仲

間
入
り
す
る
年
代
で
、
活
躍
す
る
場

や
世
界
も
だ
ん
だ
ん
限
ら
れ
ま
す

が
、
母
校
の
発
展
へ
の
「
関
心
」
を

持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
の
卒
業
50
年
記
念
で
は
、
多

数
の
同
期
生
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
盛
会
裡
に
会
を
催
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

本
年
10
月
26
日
開
催
予
定
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
、
大
学
に
よ
り

昨
年
未
実
施
の
卒
業
50
年
記
念
の
招

待
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
元
気
に
再
会
で

き
る
こ
と
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
念
願
の
三
八
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
従
来

に
比
し
、
素
早
い
情
報
の
共
有
に
も

努
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
其
々
の
行
事

へ
積
極
的
な
参
加
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

行
事
へ
の
参
加
が
、
自
分
の
健
康

へ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
法
人
中
央
大
学
の
理
事
は
５

月
26
日
付
で
以
下
の
通
り
決
定
し
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

〈
理
事
長
〉
深
澤
武
久

〈
常
任
理
事
〉
大
村
雅
彦
、
松
丸
和
夫
、

神
﨑
茂
治
、
林
勘
市

〈
理
事
〉
石
塚
銃
男
、
榎
秀
郎
、
坂
巻

國
男
、
関
正
、
庭
山
卓
、
根
岸
清
一
、

平
野
博
文
、
横
溝
高
至

（
平
成
29
年
５
月
25
日
ま
で
）

　

ご 

挨 

拶　

新
執
行
部
に
中
大
の
刷
新
と
再
生
を
期
待
す
る
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第
２
回

　

思
う
存
分
自
慢
の
ノ
ド
を
披
露

　

平
成
25
年
９
月
26
日
（
木
）、
第

一
ホ
テ
ル
東
京
・
２
階
〝
ト
ラ
ッ
ク

ス
〟
個
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
前
回
の
第
１
回
よ
り

２
名
増
え
11
名
と
な
り
、
正
午
に
ス

タ
ー
ト
し
、
午
後
５
時
ま
で
美
味
し

い
ホ
テ
ル
特
製
の
和
食
の
料
理
を
満

喫
し
な
が
ら
、
参
加
者
各
位
が
思
う

存
分
自
慢
の
ノ
ド
を
披
露
い
た
し
ま

し
た
。
特
に
多
忙
な
中
参
加
さ
れ
た

松
本
彧
彦
君
の
幅
広
い
選
曲
と
渋
い

歌
声
に
は
、
一
同
感
激
い
た
し
ま
し

た
。

　

第
１
回
が
24
年
９
月
27
日
（
木
）

に
開
催
さ
れ
、
１
年
を
経
過
し
ま
し

た
が
、
手
軽
に
集
え
る
会
と
し
て
、

今
後
は
年
２
回
の
開
催
と
し
、
次
回

の
第
３
回
は
26
年
３
月
７
日
（
金
）

に
開
催
す
る
事
と
し
、
最
後
に
、
参

加
者
一
同
で
校
歌
、
惜
別
の
歌
を
合

唱
し
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

�

（
幹
事
長　

久
保　

雅
孝
）

 

第
３
回

　

心
行
く
ま
で
唄
い
、
飲
み
、

　

料
理
を
満
喫

　

平
成
26
年
３
月
７
日
（
金
）、
第

１
回
か
ら
利
用
し
て
い
る
第
一
ホ
テ

ル
東
京
・
２
階
の
〝
ト
ラ
ッ
ク
ス
〟

個
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
第
１
回
か
ら
参
加
さ
れ
て
い

た
町
田
武
君
と
松
本
彧
彦
君
が
台
湾

へ
出
張
中
、
宮
澤
公
廣
君
は
所
要

の
為
に
欠
席
し
、
今
回
初
め
て
山
本

英
喜
君
と
折
り
か
ら
仕
事
で
上
京
中

の
上
田
市
在
住
の
工
藤
馨
君
が
参
加

し
、
総
勢
12
名
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
正
午
に
ス
タ
ー
ト
し
、
午

後
５
時
ま
で
各
人
心
行
く
ま
で
唄

い
、
飲
み
、
ホ
テ
ル
特
製
の
料
理
を

満
喫
致
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
初
参

加
の
山
本
英
喜
君
の
ド
ス
の
利
い
た

伸
び
の
あ
る
演
歌
に
は
心
を
打
た
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
各
位
が
５
時
間
の
中
で
歌

い
た
い
歌
を
心
行
く
ま
で
唄
う
の
に

は
参
加
者
の
数
が
今
回
の
12
名
位
が

丁
度
良
い
の
か
な
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、
次
回
の
第
４
回
カ
ラ
オ
ケ

懇
親
会
は
次
の
通
り
開
催
い
た
し
ま

す
。

日
　
時　

�

平
成
26
年
９
月
26
日
（
金
）

12
時
～
17
時

場
　
所　

�

第
一
ホ
テ
ル
東
京
・
２
階

〝
ト
ラ
ッ
ク
ス
〟
個
室

会
　
費　

５
、０
０
０
円

申
込
先　

幹
事
長　

久
保
雅
孝

電
　
話　

０
４
︲
７
１
９
１
︲
８
１
０
９

�

（
幹
事
長　

久
保　

雅
孝
）

 
カ
ラ
オ
ケ
懇
親
会

第３回カラオケ懇親会

悪
天
候
で
中
止

10
月
に
リ
ベ
ン
ジ
コ
ン
ペ
開
催

　

平
成
26
年
５
月
22
日
（
木
）、
初

夏
に
も
感
ず
る
快
晴
の
朝
、
三
八
会

ゴ
ル
フ
ァ
ー
12
名
が
桜
ヶ
丘
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
集
合
し
ま
し
た
。
３

組
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
に
気
持
ち
の

良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
１

カ
月
前
な
ら
コ
ー
ス
名
の
通
り
桜
の

花
吹
雪
を
見
な
が
ら
の
プ
レ
ー
が
楽

し
め
た
の
で
す
が
、
５
月
末
で
は
皐

月
と
緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
広
が

り
、
雲
雀
の
鳴
き
声
を
聞
き
な
が
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

昼
食
後
の
ラ
ウ
ン
ド
の
途
中
か
ら
、

今
ま
で
の
穏
や
か
な
天
気
が
一
変
し
、

豪
雨
と
雷
鳴
が
鳴
り
渡
り
、
ゴ
ル
フ

場
よ
り
プ
レ
ー
中
止
の
指
示
が
出
て
、

コ
ン
ペ
は
残
念
な
が
ら
途
中
で
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
本
コ
ン
ペ
に
向
け

て
練
習
を
行
っ
た
西
章
氏
も
残
念
そ

う
に
「
天
気
は
し
ょ
う
が
な
い
よ
ね

…
…
」
と
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
４

ホ
ー
ル
残
し
て
新
ペ
リ
ア
で
ス
コ

ア
ー
集
計
を
し
た
と
こ
ろ
、
実
力
通

り
の
柴
田
輝
男
氏
が
ト
ッ
プ
、
２
番

手
に
は
サ
ッ
カ
ー
マ
ン
と
し
て
昨
年

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を
受
賞
し
た
野
村

六
彦
氏
と
な
り
ま
し
た
。
18
ホ
ー
ル

 

第
37
回
春
秋
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

で
き
な
か
っ
た
事
も
あ
り
、
そ
の
リ

ベ
ン
ジ
と
し
て
10
月
30
日
（
木
）
秋

の
コ
ン
ペ
を
桜
ヶ
丘
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

�

（
事
業
部
長　

宮
澤　

公
廣
）

順
位

１
位　

柴
田
輝
男

２
位　

野
村
六
彦

３
位　

西　

章

４
位　

菊
池
健
三

５
位　

嶋
倉　

均

６
位　

土
方
秀
一

７
位　

奥　

惠
行

８
位　

宮
澤
公
廣

９
位　

三
橋
義
和

10
位　

伊
藤
富
士
夫

11
位　

松
本
將
男

12
位　

西
田
茂
登
美
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今
年
の
三
八
会
の
観
劇
（
平
成
25

年
９
月
）
は
、
藤
原
歌
劇
団
に
よ
る

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
生
誕
２
０
０
年
記
念
歌

劇
―
「
椿
姫
」
で
し
た
。
１
８
１
３

年
に
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
と
ド

イ
ツ
の
ワ
グ
ナ
ー
が
同
じ
年
に
生
ま

れ
、
今
年
は
オ
ペ
ラ
の
両
巨
星
の
生

誕
２
０
０
周
年
に
あ
た
り
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
中
が
沸
い
て
お
り
ま
す
。
日
本
で

も
、
ミ
ラ
ノ
・
ス
カ
ラ
座
の
日
本
公

演
が
あ
る
な
ど
１
年
間
に
わ
た
り
２

人
の
賑
や
か
な
生
誕
２
０
０
年
祭
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
三
八
会
の

観
劇
は
誠
に
時
宜
を
得
た
企
画
で
あ

り
、
会
長
さ
ん
や
役
員
の
皆
様
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
の
オ
ペ
ラ
鑑
賞
な
の

で
、
雰
囲
気
も
忘
れ
て
お
り
若
い
頃

の
よ
う
な
音
楽
の
情
熱
や
感
受
性
も

薄
れ
て
い
る
の
で
、
き
っ
と
退
屈

す
る
と
思
い
な
が
ら
新
国
立
劇
場
に

足
を
運
び
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
上

演
に
先
立
ち
、
作
曲
者
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

や
「
椿
姫
」
の
概
要
や
当
時
の
社
会

的
背
景
な
ど
興
味
深
い
解
説
が
あ
り

鑑
賞
に
際
し
て
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
前
奏
曲
に
続
い
て
幕
が
開
く

と
す
ぐ
華
麗
な
舞
台
に
引
き
込
ま
れ

て
、
最
後
の
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
ま
で

夢
中
で
心
か
ら
の
拍
手
と
声
援
を
送

り
、
青
春
時
代
の
自
分
に
か
え
っ

た
よ
う
な
楽
し
い
午
後
を
過
し
ま
し

た
。

　

オ
ペ
ラ
「
椿
姫
」
の
ス
ト
ー
リ
ー

は
、
田
舎
貴
族
の
息
子
ア
ル
フ
レ
ー

ド
と
パ
リ
の
高
級
娼
婦
ヴ
ィ
オ
レ
ッ

タ
の
恋
愛
と
彼
女
の
人
間
味
と
純
真

さ
を
認
め
な
が
ら
も
世
間
体
を
気
に

す
る
父
親
ジ
ェ
ル
モ
ン
が
、
２
人
の

仲
を
裂
こ
う
と
す
る
悲
劇
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、
洋
の
東
西
を

問
わ
ず
昔
か
ら
語
り
継
が
れ
て
き
ま

し
た
。
若
い
頃
は
、
ア
ル
フ
レ
ー
ド

と
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ
の
２
人
に
注
目
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
私
が
老
年

に
な
っ
た
せ
い
か
、
父
親
ジ
ェ
ル
モ

ン
の
人
物
像
に
よ
り
関
心
と
共
感
を

持
ち
ま
し
た
。
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ
の
純

真
さ
を
高
く
認
め
て
い
る
父
ジ
ェ
ル

モ
ン
の
苦
悩
は
、
親
と
し
て
痛
い
よ

う
に
理
解
で
き
ま
す
。
舞
台
で
は
、

ジ
ェ
ル
モ
ン
役
に
次
代
を
担
う
プ
リ

モ
バ
リ
ト
ン
の
須
藤
信
吾
が
演
じ
ま

し
た
が
、
彼
は
歌
唱
力
も
舞
台
映
り

も
良
く
、
字
幕
の
意
味
を
頼
り
に
ア

リ
ア
を
聴
い
て
い
る
と
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

の
音
楽
と
須
藤
の
歌
唱
力
で
す
っ
か

り
ジ
ェ
ル
モ
ン
に
感
情
移
入
し
て
涙

 

平
成
25
年
度
観
劇
会

オ
ペ
ラ
「
椿
姫
」
雑
感

�

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市　

柴
原　

邦
幸
（
文
）

宮
澤
君
久
々
の
優
勝
を
果
た
す

　

第
18
回
麻
雀
大
会
は
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
や
連
日
35
度
を
超
す
記
録
的
な
高

温
が
続
い
た
平
成
25
年
８
月
24
日

（
土
）、
暑
さ
も
漸
く
和
ら
い
だ
と

い
っ
て
も
30
度
以
上
の
陽
気
の
中
、

い
つ
も
よ
り
若
干
少
な
い
13
名
の
雀

士
が
早
々
に
集
ま
り
、
定
刻
よ
り
15

分
も
早
く
ス
タ
ー
ト
し
た
。
何
時
も

よ
り
ア
ル
コ
ー
ル
消
費
量
が
少
な
い

為
か
比
較
的
静
か
で
真
剣
な
勝
負
が

続
い
た
。

　

最
終
戦
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
残
っ

た
の
は
い
ず
れ
も
優
勝
、
準
優
勝
に

名
を
連
ね
た
強
豪
ぞ
ろ
い
。
山
本
君

ご
夫
婦
、
奥
君
、
宮
澤
君
等
は
い
ず

れ
も
高
い
持
ち
点
で
卓
を
囲
ん
だ
。

山
本
夫
婦
の
１
、２
位
を
獲
得
す
る

と
い
う
瞬
間
を
期
待
し
た
。
し
か
し

そ
の
中
で
孫
が
投
げ
る
野
球
の
応
援

で
米
国
か
ら
帰
っ
て
き
た
ば
か
り
の

宮
澤
君
が
時
差
ボ
ケ
の
影
響
も
な
く

「
３
ヘ
コ
」
に
し
て
、
断
ト
ツ
優
勝

を
飾
っ
た
。
２
位
は
二
抜
け
で
回
数

が
少
な
い
中
、
高
持
ち
点
を
維
持
し

た
柴
田
君
が
入
賞
し
た
。

�

（
川
瀬　

信
一
郎
）

 

第
18
回

　
麻
雀
大
会

 

平
成
25
年
忘
年
会

　

忘
年
会
は
平
成
25
年
12
月
12
日

（
木
）、
18
名
の
会
員
の
参
加
の
も

と
、
恒
例
の
忘
年
会
が
午
後
５
時
か

ら
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
松
本
会
長
の

挨
拶
に
引
き
続
き
、
三
船
巧
君
に
よ

る
箱
根
駅
伝
の
展
望
、
野
村
六
彦
君

か
ら
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
控
え
た
日

本
サ
ッ
カ
ー
界
の
展
望
等
の
話
が
あ

り
、
特
に
こ
の
数
年
間
の
箱
根
駅
伝

に
お
け
る
わ
が
母
校
の
不
振
の
原
因

に
つ
い
て
話
題
が
集
中
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
永
年
に
亘
り
、
現
在

国
交
の
な
い
台
湾
と
の
親
善
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
松
本
彧
彦
君
、
町
田
武

君
か
ら
、
日
本
統
治
時
代
後
期
に
お

け
る
最
大
規
模
の
抗
日
暴
動
事
件
が

起
き
た
霧
社
に
〝
恩
讐
を
超
え
て
友

好
を
〟
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
霧

社
に
桜
の
園
を
作
ろ
う
と
い
う
計
画

に
つ
い
て
説
明
と
協
賛
の
依
頼
が
な

さ
れ
た
。
な
お
、
台
湾
は
先
の
東
日

本
大
震
災
に
際
し
て
二
百
数
十
億
円

も
の
突
出
し
た
義
捐
金
を
寄
せ
て
支

援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
会
食
・
懇
談
の
内
に
カ

ラ
オ
ケ
の
時
間
に
移
り
、
冒
頭
、
石

川
昭
治
君
の
〝
相
撲
甚
句
〟
の
素
晴

ら
し
い
美
声
の
披
露
が
あ
り
会
場
は

一
段
と
盛
り
上
が
り
、
多
く
の
会
員

の
自
慢
の
歌
が
続
き
、
あ
っ
と
い
う

間
に
所
定
の
時
間
が
経
過
し
、
最
後

に
校
歌
と
惜
別
の
歌
で
締
め
、
一
同
、

来
る
年
の
健
勝
と
多
幸
を
祈
念
し
散

会
致
し
ま
し
た
。

�

（
幹
事
長　

久
保　

雅
孝
）
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が
浮
か
び
そ
う
に
な
る
時
も
あ
り
ま

し
た
。

　

当
時
の
パ
リ
の
高
級
娼
婦
は
、
そ

の
優
雅
さ
な
ど
で
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
貴

婦
人
か
ら
一
般
家
庭
の
子
女
に
も
影

響
を
与
え
る
な
ど
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。
作
曲
者
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
は
、
ひ
と
り
の
人
間
に
焦
点
を

当
て
「
愛
と
死
」
の
物
語
と
す
る
こ

と
で
微
妙
な
テ
ー
マ
を
う
ま
く
ま
と

め
ま
し
た
。
公
演
で
は
ヴ
ィ
オ
レ
ッ

タ
に
佐
藤
亜
希
子
、
ア
ル
フ
レ
ー
ド

に
西
村
悟
が
演
じ
、
若
手
な
が
ら
歌

唱
も
演
技
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し

た
。

　

こ
の
オ
ペ
ラ
の
原
作
は
、
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
・
デ
ュ
マ
・
フ
ィ
ス
の
戯

曲
「
椿
姫
」
で
あ
り
ま
す
。
日
本
で

は
こ
の
題
名
を
使
用
し
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
は
こ
の
歌
劇
の
正
式
名
と

し
て
「
ラ
・
ト
ラ
ビ
ア
ー
タ
（
道
に

迷
え
る
女
）」
も
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
原
作
者
の
デ
ュ
マ
・
フ
ュ

ス
の
父
は
、「
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
」

や
「
三
銃
士
」
の
作
者
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
・
デ
ュ
マ
で
す
。

　

藤
原
歌
劇
団
は
昭
和
９
年
に
創
設

さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
日
本
オ

ペ
ラ
の
振
興
に
大
き
な
功
績
が
あ
り

ま
す
。
子
供
の
頃
、
兄
と
観
た
歌
劇

「
カ
ル
メ
ン
」
が
私
の
藤
原
歌
劇
団

と
の
出
会
い
で
、
以
後
、
藤
原
義
江

の
オ
ペ
ラ
へ
の
情
熱
に
度
々
接
し
て

き
ま
し
た
。
彼
は
原
語
で
の
オ
ペ
ラ

上
演
を
強
く
望
み
、「
日
本
語
訳
で

は
、
客
は
聞
き
づ
ら
く
歌
手
に
は
歌

い
づ
ら
い
。
旋
律
と
日
本
語
の
台
詞

が
合
わ
ず
、
よ
く
客
は
笑
い
だ
す
！
」

と
嘆
い
て
い
た
の
を
ラ
ジ
オ
で
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
61
年
に

藤
原
歌
劇
団
が
日
本
で
初
め
て
歌
劇

に
「
字
幕
付
き
原
語
上
演
」
を
導
入

し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
彼
が
存

命
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
に
喜
ん
だ
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

今
回
観
た
の
は
、
全
て
若
手
日
本

人
の
キ
ャ
ス
ト
に
よ
る
公
演
で
し

た
。
今
や
日
本
の
音
楽
は
、
世
界
の

水
準
に
達
し
た
と
聞
い
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
改
め
て
実
感
し
て
将

来
が
楽
し
み
で
す
。
ア
ル
フ
レ
ッ
ド

と
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ
役
の
主
演
２
人

は
背
丈
も
演
技
も
堂
々
と
し
て
い
る

し
、
脇
役
や
合
唱
団
員
も
音
楽
性
豊

か
で
演
技
も
自
然
で
あ
り
ま
し
た
。

西
洋
文
化
を
十
分
理
解
し
咀
嚼
し
た

演
技
、
細
か
い
動
作
、
衣
装
、
メ
ー

キ
ャ
ッ
プ
な
ど
で
、
日
本
人
が
演
じ

る
西
洋
の
舞
台
に
何
ら
違
和
感
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

オ
ペ
ラ
の
魅
力
は
、
音
楽
を
最
優

先
と
し
伝
統
と
基
本
に
則
っ
て
技
術

と
感
性
を
磨
い
た
芸
術
性
で
あ
り
ま

す
。
鍛
錬
に
鍛
錬
を
重
ね
て
完
成
す

る
人
間
と
い
う
「
歌
う
楽
器
」
が
、

旋
律
と
一
体
に
な
っ
て
劇
的
効
果
を

高
め
て
観
客
を
舞
台
に
引
き
込
ん
で

い
き
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
な
ど

の
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
を
借
り
る
こ
と

な
く
、
朗
々
た
る
歌
い
手
の
「
生
」

の
声
が
舞
台
か
ら
後
部
の
観
客
の
耳

に
ま
で
直
接
響
き
わ
た
る
時
の
あ
の

白 門 三 八 会 役 員

会　長	 松本將男（経）

副会長	 �宮澤公廣（経）、柴田輝男（法）、町田武（法）、

西　章（経）、三船巧（経）

幹事長	 久保雅孝（法）

事務局	 局長 奥　恵行（経）
	 片山隆之（商）、	沢山良一（商）

事業部	 部長 宮澤公廣（経）、副部長 川瀬信一郎（理工）、
	 西田茂登美（商）

	 五十嵐勇（法）、	小川哲英（商）、小野口昇一（理工）、

	 墨　林衛（法）、	住吉　陽（理工）、芹澤清二（経）、

	 田中　譲（法）、	藤井政男（法）、栁平啓明（法）、

	 渡辺金哉（法）

総務部	 部長 柴田輝男（法）、副部長 椎名　薫（法）
	 副部長兼ＨＰ事務局長 伊藤富士夫（理工）
	 安藤誠邦（商）、家村輝昭（法）、大西雅和（理工）、

	 金井重博（商）、紙谷みえ子（文）、近藤駿一（法）、

	 清水良男（経）、	伴　忠彦（商）、堀　貞則（法）、

	 宮澤　誠（商）

会員部	 部長 町田武（法）、副部長 久保田昌夫（商）、
	 野村六彦（経）

	 石川昭治（法）、大隈正道（法）、	黒澤㓛記（法）、

	 後藤全弘（商）、佐藤悳哉（法）、	佐藤裕美（法）、

	 鈴木紀元（文）、忠海弘一（法）、	寺田　貢（経）、

	 松本　孝（商）、	村奈嘉与一（理工）、若宮正英（商）、

	 渡辺長武（経）

相談部	 部長 西　章（経）、副部長 山口義夫（商）		
	 板倉　章（文）、荻野八郎（商）、佐々木英雄（法）、

	 佐野義矩（商）

会計監事	 芥川基（法）、近藤和英（商）　　　　

� （かな順）

快
感
は
、
筆
舌
で
表
し
き
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
「
椿
姫
」
で
も
舞
台
か
ら
客

席
に
飛
び
込
む
ア
リ
ア
に
、
身
体
中

に
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど
の
感
動
が
何
度

も
あ
り
ま
し
た
。
同
期
生
の
皆
様
に

は
、
次
の
機
会
に
是
非
「
歌
劇
」
の

鑑
賞
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。

白門三八会のホームページを開設しました
　入会案内や会則のほか、会報のバックナンバーや幹
事会の議事録も公開しています。また三八会の行事予
定も掲載し、会員の皆様へ積極的に情報提供を行って
まいりますので、ぜひご覧いただき、ご活用ください。
http://www.gakuinkai.com/hakumon38

検 索白門三八会
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	 10 月 10日（木）同上
	 11月14日（木）同上
	 12月12日（木）グランドアーク半蔵門にて（忘年会を兼ね）
平成 26年	１月９日（木）駿河台記念館にて
	 ２月13日（木）駿河台記念館にて
	 ３月13日（木）同上

第２号議案　平成25年度　収支決算報告及び監査報告
（８ページに掲載）

第３号議案　平成26年度　事業計画案
（１）事業部
①第 36 回白門三八会ゴルフ会
日時　　平成 26年５月22日（木）　９時 15分スタート
場所　　桜ケ丘カントリークラブ（東京都多摩市）
担当者　宮澤公廣事業部長　電話：042-524-3232
②第４回白門三八会懇親旅行会
日時　　平成 26年６月16日（月）～ 17日（火）
場所　　長野県上田市及び別所温泉
担当者　久保雅孝幹事長　　電話：04-7191-8109
③平成 26 年度白門三八会オペラ鑑賞会
日時　　平成 26年６月27日（金）18時 30分開演
平成 26年６月28日（土）15時 00分開演
平成 26年６月29日（日）15時 00分開演
場所　　新国立劇場　オペラパレス
演目　　藤原歌劇団創立 80周年記念公演「蝶々夫人」
担当者　松本將男会長　電話：042-487-8540
④第 20 回白門三八会懇親麻雀大会
日時　　平成 26年８月23日（土）11時 45分集合
場所　　雀荘「路」（神田淡路町）
担当者　川瀬信一郎事業部副部長　電話：045-423-9068
⑤第４回白門三八会懇親カラオケ会
日時　　平成 26年９月26日（金）12時～ 17時
場所　　第一ホテル東京　２階「トラックス」
担当者　久保雅孝幹事長　　電話：04-7191-8109
⑥第 21 回白門三八会懇親麻雀大会
日時　　平成 27年２月21日（土）11時 45分集合
場所　　雀荘「路」（神田淡路町）
担当者　　川瀬信一郎事業部副部長　電話：045-423-9068
⑦第５回白門三八会懇親カラオケ会
日時　　平成 27年３月６日（金）12時～ 17時
場所　　第一ホテル東京２階「トラックス」
担当者　久保雅孝幹事長　電話：04-7191-8109

（２）総務部
①第 19 回（平成 26 年度）白門三八会定時総会
日時　　平成 26年４月26日（土）15時～ 16時
場所　　東天紅　上野店４階「飛鳥の間」
議案　　�平成 25 年度事業報告、平成 25 年度収支決算報告及び

監査報告
平成 26年度事業計画案、平成 26年度収支予算案
オペラコンサート　ソプラノ歌手　佐藤亜希子さん16時～ 17時
懇親会　会長挨拶、来賓祝辞、乾杯、会食 17時～ 20時
担当者　　柴田輝男総務部長　電話：03-3782-6254
②白門三八会・会報の発行
第 33号会報（平成 26年６月初旬発行予定）８頁
発行人　　松本將男会長　編集人　柴田輝男総務部長
担当者　　柴田輝男総務部長　電話：03-3782-6254
�会員各位からの近況報告、所感、随想等の投稿をお待ちしております。

③「中央大学ホームカミングデー」への参加
日時　　平成 26年 10月26日（日）（予定）
場所　　中央大学多摩キャンパス
昨年は台風による悪天候のため急きょ中止となり、私ども昭和 38
年卒業の 50周年特別招待は今年、39年卒業生と合同で行われる
予定です。多数の参加をお待ちしております。
担当者　椎名薫総務部副部長　電話：047-379-8008
④白門三八会・平成 26 年度忘年会
日時　　平成 26年 12月12日（木）17時～ 19時 30分
場所　　グランドアーク半蔵門
担当者　久保雅孝幹事長　電話：04-7191-8109
⑤中央大学学員会・新年次支部「白連 2015 会」設立総会に参加
松本会長の他幹事数名が参加の予定。
担当者　久保雅孝幹事長　電話：04-7191-8109
⑥年次支部協議会への参加
開催案内に準じ適宜。

（３）会員部
①会員名簿の適宜修正
②�三八会・会報発行時に入会の勧誘、定時総会時に個別紹介の要
請

③会員名簿補遺版の適宜作成

（４）会計・法律相談部
白門三八会運営規則に則り、税務、会計また民事刑事等の法律問
題について相談に応じますので、会員各位のご利用をお待ちしてお
ります。

（５）幹事会
平成 26 年度の幹事会は下記の通り、４月度を除き、毎月第二木
曜日午後５時から駿河台記念館５階 550 号室で開催される予定で
す。（８月度は休会）
平成 26年	４月24日（木）�駿河台記念館にて（変則日程：定時

総会準備）
	 ５月８日（木）同上
	 ６月12日（木）同上
	 ７月10日（木）同上
	 ９月11日（木）同上
	 10月９日（木）同上
	 11月13日（木）同上
	 12月11日（木）�グランドアーク半蔵門にて（忘年会を

兼ねて）
平成 27年	１月８日（木）駿河台記念館にて
	 ２月12日（木）同上
	 ３月12日（木）同上
担当者　　久保雅孝幹事長　電話： 04-7191-8109
出欠連絡先　伊藤富士夫ホームページ事務局長
Ｅメール：hakumon38@gakuinkai.com

第４号議案　平成26年度　収支予算案
（８ページに掲載）

第５号議案　役員改選案
（５ページに掲載）

� 以上
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第１号議案　平成25年度　事業報告

（１）事業部
①昭和 38 年中央大学卒業 50 年記念祝賀会
日時　　平成 25年４月20日（土）16時～ 18時
場所　　京王プラザホテル　５階「コンコードボールルーム」
内容　　松本將男会長挨拶
久野修慈中央大学学員会会長祝辞
遠山暁中央大学常任理事祝辞
アトラクション：小関和雄会員の祝いの謡、白門グリークラブの合唱、
オペラ歌手関奈美さんのソプラノ独唱
参加者　145 名
②第 35 回白門三八会ゴルフ会
日時　　平成 25年５月23日（木）
場所　　桜ケ丘カントリークラブ（東京都多摩市）
優勝者　宮澤公廣君　参加者：６名
③第 18 回白門三八会懇親麻雀大会
日時　　平成 25年８月24日（土）　12時～ 17時
場所　　雀荘 ｢路｣（神田淡路町）
優勝者　宮澤公廣君　参加者：24名
④平成 25 年度白門三八会オペラ鑑賞会
日時　　平成 25年９月５日（木）・７日（土）・８日（日）
場所　　新国立劇場　オペラパレス
演目　　藤原歌劇団公演「椿姫」
参加者　25名
⑤第２回白門三八会懇親カラオケ会
日時　　平成 25年９月26日（木）　12時～ 17時
場所　　第一ホテル東京　２階「トラックス」
参加者　10名
⑥第 36 回白門三八会ゴルフ会
参加者が少なく中止とし、年２回の開催を26年度から年１回とした。
⑦第 19 回白門三八会懇親麻雀大会
日時　　平成 26年２月15日（土）　12時～ 17時
場所　　雀荘 ｢路｣（神田淡路町）　降雪のため急遽中止となる。
⑧第３回白門三八会懇親カラオケ会
日時　　平成 26年３月７日（金）　12時～ 17時
場所　　第一ホテル東京　２階「トラックス」
参加者　12名

（２）総務部
①第 18 回（平成 25 年度）白門三八会　定時総会
日時　　平成 25年４月20日（土）　14時～ 15時
場所　　京王プラザホテル　47階「あけぼの」
議案　　�平成 24 年度事業報告、平成 24 年度収支決算報告・監

査報告
　　　　平成 25年度事業計画案、平成 25年度収支予算案
　　　　卒業 50周年記念事業報告、役員一部変更案
②昭和 38 年中央大学卒業 50 年記念誌の発行
三八会会員及び会員以外の同期卒業生から記念誌掲載文を募集
発行部数：800 部
祝賀式典参加者及び三八会会員、記念誌に寄稿された会員以外の
方並びに大学関係先、学員会、他年次支部等に配布
③白門三八会・会報の発行
第 32号会報（平成 25年７月11日発行・８頁）
④中央大学ホームカミングデーへの参加

平成 25年 10月27日（日）　開催予定のところ、台風による悪天
候のため、急きょ中止となり、併せて卒業 50周年の特別招待パー
ティーも来年に延期となった。

⑤白門三八会・平成 25 年度忘年会
日時　　平成 25年 12月12日（木）　17時～ 19時 30分
場所　　グランドアーク半蔵門　５階「シンフォニーの間」
参加者　18名

（３）会員部
①現在会員数　474 名（平成 26 年２月末現在）
②平成 25 年度新規入会者
　　荒井　金次君（法）（卒業 50周年祝賀事業の案内に応じて）
　　二宮　陸臣君（法）（同上）
　　安永　　宏君（法）（紹介者：松本將男君）
　　太田進二郎君（法）（同上）
　　大高　善靖君（法）（紹介者：松本將男君）
　　喜多村隆男君（商）（同上）
　　横田　英司君（法）（同上）
　　柴原　邦幸君（文）（同上）
③平成 25 年度退会者
　　青木　京一君（商）平成 25年３月31日退会
　　出　　靖四君（理工）平成 26年１月22日退会
　　渡辺　昌介君（理工）平成 26年１月23日退会
　　宇田川良雄君（法）平成 26年１月31日退会
④物故者
　　浜田　建次君（商）平成 24年９月ご逝去
　　岡井　　淳君（経）平成 25年２月11日ご逝去
　　小川　東吾君（商）平成 25年８月11日ご逝去
　　下堂前　學君（理工）平成 25年８月15日ご逝去
　　大里恭三郎君（文）平成 25年８月18日ご逝去
　　三坂　益路君（経）平成 25年９月25日ご逝去
　　斉藤　秀紀君（理工）平成 25年 10月29日ご逝去
　　櫻井　　肇君（商）平成 26年３月５日ご逝去
ご逝去された上記各位のご冥福をお祈り申し上げます。
⑤実施した会員部の活動
＊�卒業 50周年記念会員名簿の発行（平成 25年７月１日付発行）
　全会員に配布
＊卒業 50周年記念祝賀会開催に伴う入会キャンペーンの実施
＊�三八会会報発行時の入会の勧誘、定時総会・祝賀会時に個別紹
介の要請

＊会員名簿の適宜修正

（４）　会計・法律相談部
会員から法律、税務・会計に関する相談があり、会員の弁護士、
会計士を紹介した。

（５）幹事会
幹事会は原則毎月第二木曜日に中央大学駿河台記念館５階の550
号室で午後５時から開催され、幹事会終了後（午後６時～７時頃）
同館１階のレストラン「プリオール」で懇親会を開催しております。
幹事以外の一般の会員の方もお気軽にご参加下さい。平成 25 年
度の幹事会は下記の通り開催されました。
平成 25年	4月10日（水）京王ポラザホテルにて（祝賀会打合せ）
	 4月17日（水）駿河台記念館にて（祝賀会準備のため）
	 5月９日（木）同上
	 ６月13日（木）同上
	 ７月11日（木）同上
	 ９月12日（木）同上

第 19 回（平成 26 年度）白門三八会　定時総会　議案

平成 26 年４月 26 日（土）
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収
入
の
部

収
入
の
部

支
出
の
部

支
出
の
部

一般会計
	 収入の部	 支出の部	
	 項目	 金額	 項目	 金額 
前期繰越金	 3,323,111	 	
入会金収入	 5,000	 事務局関係	 62,000
年会費収入	 266,000	 総務部関係	 332,802
寄付金	 242,000	 会員部関係	 33,710
受取利息	 509	 特別会計へ繰入	 10,091
特別会計より繰入	 584,263	 	
	
	 	 小計	 438,603
	 	 次年度繰越金	 3,982,280
計	 4,420,883	 計	 4,420,883

特別会計
	 収入の部	 支出の部	
	 項目	 金額	 項目	 金額 
前期繰越金	 3,144,729	 	
協賛金収入	 130,000	 懇親会費（京王プラザﾞ）	 1,891,632
懇親会参加収入	 315,000	 記念誌の作成	 736,050
一般会計より繰入	 10,091	 名簿の作成	 297,045
	 	 諸発送代外	 90,830
	 	 一般会計へ繰入	 584,263
計	 3,599,820	 計	 3,599,820

繰越金資産
一般会計分	 3,982,280	 三井住友銀行	 2,998,897
特別会計分	 0	 ゆうちょ銀行	 983,383
合　　　計	 3,982,280	 合　　　計	 3,982,280

前期繰越金	 3,982,280	
収入の部

入会金収入	 2,000	 新規加入　2名×@1,000
年会費収入	 128,000	 既会員　30名×@4,000　新規加入　2名×@4,000
総会会費収入	 500,000	 （出席予定者 40名＋来賓 10名）×@10,000
寄付金	 50,000	 学員会活動費 50,000
受取利息	 500	 受取利息　500
雑収入	 200,000	 会報広告料（個人@5,000 × 10 名、法人@50,000 × 3社）
計	 880,500	

支出の部

総会懇親会関係	 500,000
	 宴会費　280,000　土産品　50,000

	 	 アトラクション　100,000　案内他　20,000
	 	 その他　50,000

事務局関係	 72,000
	 年次支部　10,000　切手代　12,000　

	 	 年賀広告等　30,000　各種手数料　20,000
事業部関係	 10,000	

総務部関係	 430,000

	 年次支部出席のための費用　13支部×@5,000	 	
	 	 ホームページ作成　50,000　
	 	 会報印刷・編集等　200,000 × 1回
	 	 ホームカミングデー景品及び広告　20,000
	 	 宛名シール　15,000 × 1回
	 	 送料　60,000 × 1回　その他　20,000

会員部関係	 37,000
	 新規会員募集のための通信費等　5,000

	 	 名簿メンテナンス　32,000
会計法律関係	 10,000	
計	 1,059,000	
次期繰越金	 3,803,780	

協賛金収入	 2,426,000	 2,556,000	 130,000
懇親会参加収入	 1,100,000	 1,060,000	 △ 40,000
一般会計より	 500,000	 510,091	 10,091
計	 4,026,000	 4,126,091	 100,091
事業準備費用	 	 	
　印刷	 150,000	 202,644	 52,644
　発送	 300,000	 380,354	 80,354
　その他	 150,000	 19,823	 △ 130,177
　記念誌作成	 800,000	 750,330	 △ 49,670
懇親会（京王プラザ）	 1,636,000	 1,492,112	 △ 143,888
お土産品	 150,000	 147,000	 △ 3,000
余興出演料	 300,000	 252,520	 △ 47,480
名簿作成	 300,000	 297,045	 △ 2,955
予備費	 200,000	 -	 △ 200,000
計	 3,986,000	 3,541,828	 △ 444172

入会金収入	 5,000	 5,000	 0	
年会費収入	 140,000	 266,000	 126,000	
総会会費収入	 0	 0	 0	 特別会計
寄付金	 0	 242,000	 242,000	
受取利息	 500	 509	 9	
特別会計より繰入	 0	 584,263	 584,263	
計	 145,500	 1,097,772	 952,272	
総会懇親会関係	 0	 0	 0	 特別会計
事務局関係	 72,000	 62,000	 △ 10,000	
事業部関係	 10,000	 0	 △ 10,000	
総務部関係	 380,000	 332,802	 △ 47,198	
会員部関係	 37,000	 33,710	 △ 3,290	
会計法律関係	 10,000	 0	 △ 10,000	
特別会計への繰入	 0	 10,091	 10,091	
計	 509,000	 438,603	 △ 70,397	

平成25年度白門三八会収支決算書
自平成 25 年 4月 1日　至平成 26 年 3月 31日

平成26年度白門三八会　収支予算書

平成25年度白門三八会　予算・実績対比表（特別会計）
（卒業 50 年記念行事）

平成25年度白門三八会　予算・実績対比表（一般会計）

単位 : 円

単位 : 円 単位 : 円

単位 : 円

白門三八会会則第 8条（3）により平成 25年度（平成 25年 4月１日～平成
26年 3月 31 日）収支決算書（案）に基づき、帳簿及び関係帳票を監査した
ところいずれも正確であることを認めます。� 平成 26年 4月 24日

会計監査

報告

会計監事　芥川　　基

会計監事　近藤　和英

項　目

項　目 項　目収支予算（A） 収支予算（A）実績（B） 実績（B）

金　額

差引額（B-A) 差引額（B-A)

記　　　事

記事 記事

差引額	 40,000	 584,263	 544,263
一般会計へ繰入	 	 △ 584,263	 差引額	 40,000	 584,263	 544,263

一般会計へ繰入	 	 △ 584,263	

前期繰越金	 3,323,111	 3,323,111	 0
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●
桝
本
　
賴
兼
（
京
都
市
西
京
区
）

　

い
つ
も
お
世
話
さ
ま
で
す
。
当

日
は
、
す
で
に
他
の
日
程
が
は

い
っ
て
お
り
ご
無
礼
い
た
し
ま

す
。
皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下

さ
い
。

●
林
　
　
泰
弘
（
千
葉
県
栄
町
）

　

地
元
で
同
世
代
の
方
々
と
野
菜

作
り
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
残
念

な
が
ら
膝
を
痛
め
て
休
止
中
、
本

年
４
月
を
目
指
し
て
開
始
す
べ
く

鋭
意
努
力
中
で
す
。
定
時
総
会
の

ご
盛
会
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

●
野
崎
　
國
昭
（
新
潟
県
三
条
市
）

　

卒
業
50
周
年
記
念
式
典
は
意
義

あ
る
会
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
盛
会
を
お
祈
り
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

●
家
村
　
輝
昭
（
東
京
都
多
摩
市
）

　

ご
案
内
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
残
念
で
す
が
今
回
欠
席
致
し

ま
す
。
益
々
の
三
八
会
の
発
展
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

●
清
水
　
良
男
（
埼
玉
県
所
沢
市
）

　

予
定
が
あ
り
残
念
で
す
が
欠
席

し
ま
す
。
盛
会
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。
白
門
三
八
会
支
部
の
幹
事
名

で
私
の
名
前
が
清
水
良
夫
に
な
っ

て
い
ま
す
。
正
式
に
は
清
水
良

男
で
す
。
い
つ
も
間
違
っ
て
い
ま

す
の
で
訂
正
を
願
い
ま
す
。
気
分

が
悪
い
も
の
で
す
。（
★
清
水
様

の
名
前
の
間
違
い
に
つ
き
ま
し
て

は
、
松
本
会
長
か
ら
お
詫
び
を
し
、

快
く
ご
了
解
を
得
ま
し
た
）

●
片
山
　
隆
之
（
横
浜
市
港
北
区
）

　

い
つ
も
案
内
を
い
た
だ
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
10
年
前
に
家
内

が
病
み
以
来
介
護
生
活
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
同
窓
会
行
事
等
夜
に

ま
た
が
る
も
の
は
未
だ
無
理
で

す
。
当
分
は
す
べ
て
の
行
事
欠
席

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
小
生
、

日
常
は
午
後
か
ら
夕
刻
ま
で
囲

碁
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
で
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。
三
八
会
の
発
展

を
祈
り
ま
す
。

●
藤
島
　
道
彦
（
福
岡
県
小
郡
市
）

☆
相
変
わ
ら
ず
駄
文
を
労
し
て
お

り
ま
す
。

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
福
岡
県
立
九

州
歴
史
資
料
館
に
続
い
て
国
立
九

州
博
物
館
も
始
ま
り
ま
し
た
。

☆
久
留
米
市
Ｂ
級
グ
ル
メ
は
５
年

連
続
名
人
位
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

〈
幹
事
役
の
皆
様
お
世
話
様
で
す
。

感
謝
‼
〉

●
本
田
　
月
男

�

（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

　

午
前
中
は
犬
の
散
歩
と
句
作

り
、
午
後
は
碁
会
所
運
営
、
そ
し

て
夜
は
膝
、
腰
の
痛
み
に
耐
え
て

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
通
い
と
忙
し

い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
月
２

～
3
回
の
野
菜
作
り
も
楽
し
み
で

す
。
と
言
う
訳
で
総
会
・
コ
ン
サ
ー

ト
・
懇
親
会
に
出
席
で
き
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

●
叶
内
　
紀
雄
（
山
形
県
山
形
市
）

　

一
病
息
災
と
言
い
ま
す
が
、
今

の
と
こ
ろ
持
病
を
抱
え
な
が
ら
も

何
と
か
元
気
で
生
か
さ
れ
て
い

る
。
論
語
に
学
ん
で
９
年
に
な
る

が
、
我
が
師
と
仰
ぐ
論
語
の
大
家

「
高
野
大
造
氏
」
か
ら
ご
教
示
い

た
だ
い
た
次
の
言
葉
を
今
後
の
生

き
方
の
指
針
と
し
て
い
る
。
ご
参

考
ま
で
。

　
「
人
間
の
本
質
は
魂
で
あ
る
。

肉
体
は
魂
の
乗
り
船
で
あ
る
。
魂

は
神
の
種
を
宿
し
た
永
遠
不
滅
の

存
在
で
あ
っ
て
，
輪
廻
転
生
を
繰

り
返
し
な
が
ら
無
限
の
進
化
を
遂

げ
て
い
く
。」

近
況
メ
ッ
セ
ー
ジ

こ
の
「
近
況
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
、
白
門
三
八
会
平
成
26

年
度
の
定
時
総
会
に
欠
席
さ
れ
、
近
況
を
寄
せ
ら
れ
た

方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ま
と
め
て
掲
載
し
ま
し
た
。

な
お
、
掲
載
に
当
た
っ
て
は
順
不
同
、
敬
称
略
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

白門三八会
会長  松本　將男 

〒 182-0022
東京都調布市国領町 4-35-2-305
TEL&FAX 042-487-8540
E-mail tbnkg141@ybb.ne.jp

エコア株式会社
代表取締役　会長  宮澤　公廣
（本社）〒 190-0021
東京都立川市羽衣町 1-5-15
TEL 042-524-3232　FAX 042-524-6090
E-mail k2-miyazawa@ecore.jp

公認会計士

近藤　和英
〒 201-0012
東京都狛江市中和泉 1-26-11
TEL&FAX 03-3488-3600
携帯 090-7731-3516
E-mail kondo_komae@yahoo.co.jp

仁誌陀
公認 不動産コンサルティングマスター
不動産建設白門会

西田　茂登美
〒 271-0083
千葉県松戸市 20 世紀が丘梨元町 122 番地
TEL&FAX 047-391-1953　
携帯 090-1854-1752
E-mail motomi-n@ka2.koalanet.ne.jp
不動産コンサルティングマスター登録番号（5）第 07314 号
宅地建物取引主任者（東京）第 012933 号

株式会社 ACR
監査役  奥　惠行

（本社）〒 242-0007
神奈川県大和市中央林間 3-4-14

（愛川事業所）〒 243-0303
神奈川県愛甲郡愛川町中津 4031
TEL 046-284-1171　FAX 046-284-1181

中央大学学員日華友好会
事務局長  町田　武

〒 341-0058
埼玉県三郷市彦江 1-112
携帯 090-7257-8701
TEL&FAX 048-952-1338
E-mail machida@sda-a.com
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柴田　輝男
〒 142-0053
東京都品川区中延 2-5-3
TEL ＆ FAX 03-3782-6254
携帯 090-6162-3315

久保田　昌夫
〒 350-0034
埼玉県川越市仙波町 2-17-9
TEL 049-224-0713　FAX　049-226-5044

西　　章

〒 357-0031
埼玉県飯能市山手町 1-13
TEL&FAX 042-973-9461

公益社団法人　日本プロサッカーリーグ（J リーグ）参与
株式会社コラボレーション　顧問

野村　六彦
〒 181-0013
東京都三鷹市下連雀 3-37-8　KM ビル 2F
TEL 0422-76-5511　FAX 0422-76-5522

（自宅）〒 082-0011
東京都調布市深大寺北町 6-36-3
TEL&FAX 042-482-7309　携帯 080-5656-1163
E-mail nomura6jp@gmail.com

芹沢会計事務所

　　沢山　良一
〒 102-0074
東京都千代田区九段南 3-3-6　麹町ビル 2 階
携帯 080-6616-4551

（自宅）〒 273-0122
千葉県鎌ケ谷市東初富 3-7-53
TEL 047-445-4551  FAX 047-442-5311

全国ふるさと大使連絡会議・代表理事

税理士  山口　義夫
〒 103-0001
東京都中央区日本橋小伝馬町 7-13
ストリアビル 7 階　内野正昭税理士事務所内
TEL 03-6423-0410　FAX 03-6423-0413
携帯 090-5210-9288
E-mail yv6i9z@bma.biglobe.ne.jp

い
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
し
か
ら
ず
、

御
許
し
下
さ
い
ま
す
様
に
、
用
件

の
み
失
礼
し
ま
す
。　
　

不
備　

　
●
武
田
　
幹
雄
（
東
京
都
府
中
市
）

　

卒
業
後
50
年
記
念
誌
発
行
の
編

集
中
、
前
立
腺
癌
を
患
い
失
禁
に

悩
ま
さ
れ
つ
つ
責
務
を
果
た
し
、

そ
れ
を
機
に
、
19
年
間
の
三
八
会

幹
事
を
集
大
成
と
し
ま
し
た
。
今

は
パ
ソ
コ
ン
で
遊
び
、
腹
筋
運
動

に
良
い
長
唄
は
外
記
節
「
石
橋
」

（
し
ゃ
っ
き
ょ
う
）
に
挑
戦
中
で

す
。
ま
た
、
府
中
市
駅
前
の
Ｓ
・

Ｃ
の
駐
輪
場
で
シ
ル
バ
ー
人
材
の

仲
間
23
人
と
毎
日
３
～
４
時
間
働

き
、
仲
間
や
お
客
と
の
語
ら
い
楽

し
み
、
朝
、
昼
の
賄
は
自
分
で
、

夜
は
２
階
に
住
む
嫁
が
１
階
に
運

ん
で
く
れ
る
手
料
理
で
一
人
酒
を

満
喫
し
て
い
ま
す
。

●
松
本
　
孝
（
埼
玉
県
川
口
市
）

　

年
相
応
に
マ
イ
ぺ
ー
ス
で
過
ご

し
て
い
ま
す
。

●
谷
　
允
夫 

（
徳
島
県
徳
島
市
）

　

白
門
三
八
会
定
時
総
会
等
の
開

催
案
内
状
の
ご
送
付
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
私
は
、
現
在
病
気
療

養
中
の
為
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
欠
席
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
皆
様
に
宜
敷
く
お
伝
え
頂

け
れ
ば
幸
せ
で
す
。

●
上
井
　
薫 

（
東
京
都
港
区
）

　

13
歳
年
上
の
姉
が
、
12
月
か
ら

体
調
を
崩
し
、
入
退
院
を
繰
り
返

し
、
日
常
生
活
も
ま
ま
な
ら
な
い

に
出
社
せ
ざ
る
を
得
ず
残
念
な

が
ら
欠
席
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
日

本
は
狭
い
と
は
言
え
、
矢
張
り
東

京
ま
で
出
掛
け
る
に
は
そ
れ
な
り

の
心
構
え
と
覚
悟
が
い
る
よ
う
で

す
。
次
の
機
会
に
望
み
を
託
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ご
出
席
の
皆
さ

ま
方
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ

い
。

●
鈴
木
　
輝
雄
（
千
葉
県
我
孫
子

市
）

　

い
つ
も
種
々
ご
高
配
を
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
厚

志
に
参
加
出
来
ず
、
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
相
変
ら
ず
の
術
後（
心

臓
疾
患
）
療
養
中
の
た
め
、
欠
席

の
失
礼
お
許
し
下
さ
い
。
ご
盛
会

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
用
件

の
み
、
失
礼
し
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

前
略　

会
長
様
は
じ
め
関
係
者

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
壮

健
に
て
の
ご
活
躍
嬉
し
く
存
じ
て

お
り
ま
す
。
い
つ
も
は
多
用
中
ご

高
配
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
馬
齢
を
重
ね
な
が

ら
の
加
令
と
と
も
に
病
気
が
重
な

り
、
ご
好
意
に
お
応
え
出
来
ず
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
病
状
も
な
か

な
か
回
復
出
来
ず
、
年
令
も
八
十
一

才
と
今
後
も
健
康
面
と
相
ま
っ
て
元

気
に
な
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ

に
来
て
お
り
ま
す
。

　

色
々
お
世
話
を
お
か
け
し
て
お

り
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ど
う

ぞ
、
諸
般
の
事
情
か
ら
私
に
関
し

て
は
活
動
は
無
理
で
あ
り
、
ご
放

念
下
さ
い
ま
す
よ
う
伏
し
て
お
願

●
里
見
　
彰
夫

�

（
神
奈
川
県
綾
瀬
市
）

　

体
調
す
ぐ
れ
ず
残
念
な
が
ら
欠

席
致
し
ま
す
。
音
研
の
音
鑑
の
38

年
卒
を
中
心
に
有
志
の
集
ま
り
を

毎
年
大
学
会
館
で
行
っ
て
い
ま

す
。

●
山
根
　
敬
則
（
岡
山
県
玉
野
市
）

　

元
気
で
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
の
大
分
市
出
身
の
帆
足
陽
一
さ

ん
が
昨
年
10
月
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
1
月
29
日
に
大
分
の
自
宅
に

お
別
れ
に
行
き
ま
し
た
。

●
茶
村
　
洵
子
（
東
京
都
調
布
市
）

　

い
つ
も
お
世
話
下
さ
り
、
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
仕
事
の
方
は

35
年
表
彰
を
（
3
月
に
） 

受
け
ま

す
。
趣
味
は
、
や
は
り
仕
舞
・
謡

で
、
時
々
旅
行
す
る
ぐ
ら
い
で
す
。

腰
痛
を
患
っ
て
4
年
に
な
り
ま
す

が
、
何
と
か
も
ち
こ
た
え
て
い
ま

す
。
御
一
同
様
よ
い
年
で
あ
り
ま

す
様
に
。

●
太
田
　
進
二
郎

�

（
福
岡
県
福
岡
市
）

　

白
門
三
八
会
の
ご
案
内
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
内
容
も
「
定

時
総
会
」
に
加
え
て
「
オ
ペ
ラ
コ

ン
サ
ー
ト
・
懇
親
会
」
と
盛
り
沢

山
の
上
に
変
化
に
も
富
ん
で
お

り
、
総
務
部
の
関
係
者
の
方
々
の

ご
苦
労
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

参
加
し
た
い
気
持
ち
は
山
々
で

す
が
、
現
在
老
骨
に
鞭
打
っ
て
ま

だ
働
い
て
い
る
身
で
あ
り
、
こ
の

日
は
土
曜
日
に
も
係
わ
ら
ず
会
社

公認会計士
税理士
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り
、
わ
ず
か
に
「
す
ず
ら
ん
通
り
」

が
残
る
の
み
と
か
。

　

さ
て
、
今
回
の
オ
ペ
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
演
な
さ
る
佐
藤
亜
希

子
氏
は
、
洗
足
学
園
音
楽
大
学
の

ご
出
身
と
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
、

学
園
の
音
楽
堂
「
前
田
ホ
ー
ル
」

を
思
い
出
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

在
職
中
の
大
学
附
属
中
学
・
高
等

学
校
の
行
事
等
で
は
、
よ
く
こ
の

ホ
ー
ル
を
使
っ
た
も
の
で
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
今
で
は
あ
れ
や

こ
れ
や
と
、
過
ぎ
し
日
を
た
ど
り

た
く
な
る
年
頃
に
な
り
ま
し
た
。

●
竹
添
　
祥
一
郎

�
 

（
神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
）

　

残
念
、
目
の
病
院
に
行
き
ま
す

の
で
欠
席
し
ま
す
。
現
在
は
山
登

り
を
し
て
い
ま
す
。
会
社
勤
務
の

頃
は
で
き
な
か
っ
た
ア
ル
プ
ス
の

縦
走
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
昨
年

は
奥
穂
高
に
登
頂
、
こ
れ
で
国
内

１
～
５
位
ま
で
登
り
ま
し
た
。

●
永
島
　
英
夫 

（
東
京
都
日
野
市
）

　

相
変
わ
ら
ず
毎
日
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
い
て
お
り
、
優
雅
と
は
縁
遠

い
日
常
で
す
。

●
石
川
　
昭
治 

（
千
葉
県
千
葉
市
）

　

四
月
二
十
六
日
（
土
）
は
本
学

名
誉
教
授
木
川
統
一
郎
先
生
（
民

訴
）
の
卒
寿
を
お
祝
す
る
会
を
四

時
よ
り
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

の
芙
蓉
の
間
に
て
執
り
行
い
ま
す

の
で
、
誠
に
申
し
訳
な
く
思
い
ま

す
が
欠
席
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
堀
　
貞
則 

�

（
神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
）

　

こ
の
度
の
ご
案
内
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
折
角
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
会
議
・
会
合
が
当
日

設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承

下
さ
い
。

●
吉
田
　
源
次
郎 

�

（
静
岡
県
磐
田
市
）

　

女
房
と
二
人
で
出
席
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
人
の
身

体
の
調
子
が
芳
し
く
な
く
今
回
は

欠
席
さ
せ
て
下
さ
い
。

●
荒
井
　
金
次 

�

（
神
奈
川
県
葉
山
町
）

　

体
調
が
す
ぐ
れ
ず
、
今
回
欠
席

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
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状
況
に
、手
が
離
せ
ま
せ
ん
。
老
々

介
護
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ

う
か
。（
‼
）

●
土
方
　
秀
一 

�
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

　

高
校
時
代
の
会
合
と
重
な
る

為
、
欠
席
し
ま
す
。

●
横
山
　
繁
（
長
野
県
軽
井
沢
町
）

　

厳
寒
、
大
雪
の
中
、
元
気
で
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。
２
／
14
～
の

大
雪
は
家
の
近
く
の
国
道
18
号
線

を
マ
ヒ
さ
せ
自
衛
隊
の
皆
さ
ん
が

除
雪
に
来
る
迄
50
時
間
以
上
開
通

に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
人
の

絆
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
機
会
で

も
あ
り
ま
し
た
。

●
細
野
　
厳
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

　

闘
病
中
で
す
。

●
中
井
　
猛
（
東
京
都
品
川
区
）

　

拝
復　

日
頃
よ
り
、
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
感
謝
い

た
し
ま
す
。
今
年
は
卒
業
し
て
早

や
51
年
に
な
り
ま
す
。
昨
年
発
行

さ
れ
ま
し
た
『
卒
業
五
〇
年
記

念
誌
』
に
も
書
か
せ
て
戴
き
ま
し

た
が
、
思
い
返
し
て
み
ま
す
と
つ

く
づ
く
半
世
紀
の
重
み
を
感
じ
ま

す
。

　

記
念
誌
に
あ
る
皆
様
の
思
い
出

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
拝
読
さ
せ

て
頂
き
、
あ
り
し
日
の
キ
ャ
ン
パ

ス
を
懐
か
し
く
振
り
返
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
今
で
は
駿
河
台
校
舎

も
後
楽
園
校
舎
も
姿
を
消
し
、
神

田
の
古
本
屋
街
も
世
代
が
変
わ

行政書士
社会保険労務士



2014年（平成26年）６月12日 （12）



白 門 三 八 会 会 報 第33号（13）



2014年（平成26年）６月12日 （14）

白門三八会
（株）ニコエコ　取締役会長　工藤　馨
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２
０
１
３
年
第
46
回
内
閣
総
理
大

臣
杯
日
本
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
に
お
い

て
、
野
村
六
彦
氏
（
昭
38
経
・
写
真
）

が
功
労
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
の
賞
は
、

長
年
に
わ
た
り
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・

発
展
に
貢
献
の
あ
っ
た
者
に
贈
ら
れ

る
。
野
村
氏
は
Ｊ
リ
ー
グ
の
開
幕
当
初

よ
り
マ
ッ
チ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
と
し
て
活

躍
し
、
現
在
も
Ｊ
リ
ー
グ
規
律
委
員

長
を
務
め
る
な
ど
、
そ
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
。
１
９
６
５
年
（
昭
和
40
年
）

の
第
１
回
日
本
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
で
は

日
立
製
作
所
（
現
・
柏
レ
イ
ソ
ル
）
に

所
属
し
、
初
代
得
点
王
に
輝
い
た
経
歴

を
持
つ
。
さ
ら
に
１
９
７
２
年
（
昭
和

47
年
）
に
は
リ
ー
グ
と
天
皇
杯
の
二
冠

を
達
成
し
、
年
間
最
優
秀
選
手
賞
（
Ｍ

Ｖ
Ｐ
）
を
受
賞
し
た
。

　

広
島
市
出
身
の
野
村
氏
は
、
戦
時
下

の
１
９
４
４
年
（
昭
和
19
年
）、
４
歳

の
と
き
に
内
陸
の
安
佐
郡
可
部
町
（
現

在
は
広
島
市
に
編
入
）
に
疎
開
。
そ
こ

で
６
年
間
、
野
山
を
駆
け
め
ぐ
っ
て
過

ご
し
た
こ
と
で
基
礎
体
力
を
養
い
、
市

内
に
戻
り
袋
町
小
学
校
か
ら
サ
ッ
カ
ー

の
名
門
・
国
泰
寺
中
学
へ
入
学
す
る
。

舟
入
高
校
で
は
全
国
大
会
へ
出
場
し
、

ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
に
も
選
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
強
い
要
請
を
受
け
て
中

大
へ
。
厳
し
い
練
習
に
耐
え
、
２
年
次

に
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
、
西
ド
イ
ツ

の
サ
ッ
カ
ー
学
校
で
２
カ
月
を
過
ご
す
。

３
年
次
に
は
関
東
大
学
リ
ー
グ
で
初
優

勝
と
い
う
実
績
を
樹
立
す
る
。
４
年
生

に
な
る
と
、
副
主
将
と
し
て
、
同
期
で

は
主
将
の
渡
辺
昭
夫
氏
、
片
伯
部
延
弘

氏
、
岡
光
龍
三
氏
、
後
輩
で
２
年
生
の

小
城
得あ
り
た
つ達

氏
、
桑
原
楽や
す
ゆ
き之

氏
ら
と
と

も
に
活
躍
し
、
天
皇
杯
を
は
じ
め
、
関

東
大
学
リ
ー
グ
、
関
西
・
関
東
大
学
王

座
決
定
戦
、
全
国
大
学
選
手
権
の
全
タ

イ
ト
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、
中
大
に
お

け
る
サ
ッ
カ
ー
の
歴
史
に
も
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
。

　

受
賞
決
定
に
伴
い
、
２
０
１
３
年
12

月
27
日
（
金
）、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

Ｊ
リ
ー
グ
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

 
野
村
六
彦
氏
（
昭
38
経
）

日
本
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
功
労
賞
を
受
賞

ホ
テ
ル
新
高
輪
（
東
京
・
港
区
）
の
国

際
館
バ
ミ
ー
ル
館
「
崑
崙
」
に
お
い
て

授
賞
式
典
が
行
わ
れ
た
。
同
年
の
功
労

賞
は
、
大
相
撲
の
大
関
・
稀
勢
の
里
寛
、

プ
ロ
野
球
の
田
中
将
大
選
手
な
ど
16
名

が
受
賞
し
て
い
る
。

■ 

受
賞
コ
メ
ン
ト 

■

　
こ
の
た
び
、
サ
ッ
カ
ー
界
を
代
表
す

る
形
で
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
分
野
で

の
名
誉
な
賞
を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
規
律
委
員
長
と
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
は

格
闘
技
の
側
面
も
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
だ

か
ら
こ
そ
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
が
大
切
で
あ

り
、
〝
世
界
一
フ
ェ
ア
な
プ
ロ
リ
ー
グ
〟

を
掲
げ
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
世
界
で
は
な
り
手
が
減
少
し
て
い

る
審
判
へ
の
〝
リ
ス
ペ
ク
ト
〟
を
選

手
や
ス
タ
ッ
フ
に
意
識
さ
せ
、
審
判
へ

の
異
議
を
根
絶
す
る
こ
と
を
徹
底
し

て
き
ま
し
た
。

　
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
評
価
し
て

い
た
だ
い
た
今
回
の
受
賞
は
、
さ
ら
な

る
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
推
進
に
も
つ
な
が

る
は
ず
で
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
今
回
の
受
賞

は
学
校
を
は
じ
め
と
し
、
会
社
、
家

族
や
サ
ッ
カ
ー
関
係
者
の
支
援
の
賜

物
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
50
周

年
を
迎
え
た
白
門
三
八
会
（
役
員
会
）

よ
り
厚
い
祝
福
を
受
け
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

�

野
村
六
彦

7 月度　月例幹事会	 ７月 10 日（木）	 駿河台記念館	 伊藤富士夫	 hakumon38@gakuinkai.com
	 ８月 23 日（土）	
第 20 回　麻雀大会	 集合時間：11:30	 神田淡路町　雀荘「路」	 川瀬信一郎	 045-423-9068
	 競技時間：12:00 ～ 17:00		
9 月度　月例幹事会	 ９月 11 日（木）	 駿河台記念館	 伊藤富士夫	 hakumon38@gakuinkai.com

第４回　カラオケ懇親会
	 ９月 26 日（金）

	 12:00 ～ 17:00	
第一ホテル・トラックス

	
久保　雅孝	 04-7191-8109

10 月度　月例幹事会	 10 月９日（木）	 駿河台記念館	 伊藤富士夫	 hakumon38@gakuinkai.com
中央大学ホームカミングデー	 10 月 26 日（日）	 中央大学多摩キャンパス	 椎名　　薫	 047-379-8008

第 38 回ゴルフコンペ	 10 月 30 日（木）	 桜ヶ丘カントリークラブ	 宮澤　公廣	 042-524-3232
				    k2miyazawa@ecoa.jp
11 月度　月例幹事会　	 11 月 13 日（木）	 駿河台記念館	 伊藤富士夫	 hakumon38@gakuinkai.com
12 月度月例幹事会忘年会	 12 月 11 日（木）	 グランドアーク半蔵門	 久保　雅孝	 04-7191-8109
１月度　月例幹事会	 １月８日（木）	 駿河台記念館	 伊藤富士夫	 hakumon38@gakuinkai.com
２月度　月例幹事会	 ２月 12 日（木）	 駿河台記念館	 伊藤富士夫	 hakumon38@gakuinkai.com
	 ２月 21 日（土）
第 21 回　麻雀大会	 集合時間：11:30	 神田淡路町　雀荘「路」	 川瀬信一郎	 045-423-9068
	 競技時間：12:00 ～ 17:00	

第５回　カラオケ懇親会	
３月６日（金）

	 12:00 ～ 17:00	
第一ホテル・トラックス	 久保　雅孝	 04-7191-8109

３月度　月例幹事会	 ３月 12 日（木）	 駿河台記念館	 伊藤富士夫	 hakumon38@gakuinkai.com

平成26年度　白門三八会　年間行事予定（平成 26 年７月１日～平成 27 年３月１日）

平
成
26
年

平
成
27
年

行事内容 開催日時 開催場所 連絡先 電話番号・Eメールアドレス


